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m アによる競争均衡の近似につt 、て

福 岡 正 夫

(1)
L 前 稿 「コアと競争均衡」において，筆者は生産を含む私有制経済のコアと競争均衡の関係を 

とり扱い, スカーフ= ドゥブリュ 一 らの接近方法にもとづく r極艇定理」の証明に主たる関心を集 

中した。この定理の主張するところは，当該の経済に含まれる経済主体ないしは取引参加者の「型」 

(それは消費者の場合は消費可能集合，選好順序，および初期保有量のべグトルによって，また生彦者の場合は 

生産可能集合によって規定される）はそれぞれ一定個数に措定しておき，もづぱらそれらに属する成員 

の人数だけを一律にリ= 1 ，2 , …… 倍していぐとき，Vが o o になった場合q 配分の系列がすべてめ 

y についてのコアの配分になっているならは*，それは本来の経済の競争均衡にほかならない,とい 

うことであった乂換言すれば，主体の数をこのような特殊な仕方で倍加していき，その意味で経済 

を反復紘大していけば，究極においてコアは競争均衡に「収縮」することが示されたのである。

この命題は古典的なエツジワースのそれの一般化ないしは現代的再定式化として多大の興味をそ 

そるが，なお主体の型を終始一定数と飯定し, 新たに参加する主体が在来の参加者と型を異にしう 

る可能性を閉ざしている点に問題を残している。

そこで本稿ではこのようなスカーフ= ドゥブリューの仮定を排除して，新たな型の取引主体が増 

えていく事実を認め,但し取引者間の型の相違が後述するような仕方である範囲のなかに限定され 

ればよいことにする。そうした新しい視角から，コアの配分と競争均衡とp 乖離がつねに取引者の 

数からは独立なある一定の大き.さに押えられること， したがって取引者の数さえ増やしていけば 

一人あたりの平均的乖離は思うがままに小さくできること，を示すのが以下の所論の目的であるs 
この新展開に寄与した強力な数学的用具はいわゆる、イヤプレー=,フォ一クマンの定理であり，筆 

者はそれを他の目的のために利用した夂タ一の論^ :を読んだとき始めて本稿の着想を得たが,さら 

にアロー= ハーンの近著『一般競争分fc』を繙くにいたって，その第8 章で同じアプローチが試み- 
注（1 ) 本誌第64巻第7号。

( 2 )  a  M. Starr, •'Quasi-equilibrium in Markets with Non-con vex Preference3,,( Emiom eitica, January 1969.
(3>  K , J. Arrow and H. Hahn, General Competitive Aiutlysis, 1071, pp. 188-195, p p .198If.

コアによる競争均衡の近似について，本稿で驻本的に採択したような思想を最初に示唆したのはK /V 彳rid, “ A Theo* 
rem on thd Coro of an Econom y' Review of Economic Stiidie$t January 1965 で1あり，また同"  ̂方向でのア ロー：： 

ハーン以外の與献としては H* Nishino, “On the Oecmn*ence and the Exlstehco of Competitive Equilibria,M Keio
 1 ( 4 5 1 ) -------*
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られていることを知った。以下に述べるところはその一般的な手法において後者と軌を一にするが， 

生産のとり扱い方にっいてはいちじるしい相違を示している。すなわち彼らが当事者のどの結託も 

同一の生産可能集合％今p , しキもそ杪が凸錐伴である$ と令M 定 しているq .に対して,われわれ 

は前稿の基本モデルを踏襲し，それぞれの結託はそこに含まれる主体が所有する生產可能集合の部 

分のみを支配しうると考えるのである。

基本的なモデルならびに記号にっいてはすべて前槁どおりであるが，本稿のみを読まれる読者の 

ために再記すればっぎのようである。当該の経済は％種類の財，m人の消費者， /人の生産者から 

成っており，第デ番目の消費者の消費べクトルと消費可能集合はそれぞれが， で， また第s 番 

目の生産者の生産べクトルと生産可能集合はそれぞれず，Y 9 で記される。 消費者の選好妓各自の 

Xr にづいて定義され, が が , より選好される場合はが/ ^ パ，前者が無差別な場合ぼ 一i V z ， 
そのいずれがである場合はが/^ がメのように記す。 各消費者には資源の初期保有i のべクトルガ 

が与えられており， まだ各生産者からはその利_ の久 s の割合が配当されると仮定する。 ここで 

Ori^O, ^ 0 ri= \ であって，各生産者の利潤は全額が消費者に配当される■もめとする。Cr= 2 OrsY 3 
と定義すれば， Cr が消費者r の支配しうる生產可餡集合もあらわしている。さらにこれらの消費 

者の結託を，全消費者の集合似= {1，2 , …‘"，机} のある部分集合S とすれば，当該経g のコブとは， 

消費者がどんなS をっく 'って可能な再記分を試みても，&内の他の成貢め選好を損わずにはどの成 

員の選好をも向上させうる余地のない極限的な配分の集合であ名。すなわちある配分（はつ, 奶 ）が 

コアに含まれるとすれば，何人の成員から成る5 をっくって事態め変更を企てたとしても，

U  +  S  ^  e X r, cr e dr3Y a
で，かっ .

すべt の r e g にっいてゼ jRr#
少' くと^)一 っ の ず e S に っい '1c y p セす 

とすることは，もはや不可能なのである。

' 」、：. ， . ノ . ■ .
2 - まず最初に取引参加者の型の相違にっいて，仮定されるどころを精確に述べておこう。いま 

任 意 の （w / I ) 人の消費若 • 生産者から成る経済のコアを考克， そこに含まれるある配分を（(幻 ， 

( 0 ) であらわす。前稿の記号を踏襲して，ガが三W e  X Iが五せづとし，それを用いて

• r r^ x i- ir~ c r~ {xr}
i

Economic Studies fo r th co m in g ),および T. F. Bewley, "EdgeWorth ConjectUi*o,,J Working Paper, No. 311, Center 
for Research in Management Science, University of California, Berkeley, October 1970 .をあげることができる，

R‘ II. Cornwall, “The Approximation of Perfect Competition by, a Large, but Finite, Number of Traders/* 
Research Memorandum, No. 107, Econometric Research Program, Princeton University, 196d も.また標題からして 

间じテ- マを扱ゥていると恐うが, 雉盎は未觅である。 '
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<(1) r / , _ r , u { 0 }

r , f ^ = r f r + Q  ( ここでねは非負象限）

•と定義すれば，問題の仮定とは，⑴のように定義された厂夂の内径W厂〃0 がすべてのr にっい 

て一様に有界であるということである。すなわちどんなに主体数を増やしても，そのすべてにっい 

て共通に .

(2) バ厂" っ‘ L  .
となるような正数んがあると仮定するのである。

この点にっいて少しく説明を加えるならば，っぎのようである。いまある任意の有界集合汲の半 

径を，ぶを含む最小の球の半径と定義し， それを rad C 4 )のように書く。す名とある集去A の内 

径とは，っぎのような大きさである。まずA の凸包 con A に含まれる点％は，すべてA の部分集 

合 B の点によって張られるから，それぞれの点冗には，その》を張る5 の半径の下限 inf rad CB) 
，が対応する。そこでこれらのra d (B )の下限の, 》に関する上限をとったもの，すなわせ sup iiif 
；r a d ( 5 )が，A の内径 o ( A )にほかならない。もし a； e A ならば，欠はそれ自体から成る単一先め 

集合の張るところとなるから，当然 r a d ( f i )の下限はゼロとなる。 したがって4 が凸でA白don A  
となる場合にはP(4) =  0 であり，また逆に" 0 4 ) 5 0 となるのは汲がそめよう凸の場合めみr f e  
られる。依って焱の内径pCA)は，A が凸でない度合をあらわす一種の測度とみなされうるめヤあ
、 - . : [ ，‘ ■ -ノ ；.

さ て モ デ ル に 戻 っ て F * したがってc r を凸と仮定する場合には，r r は凸になるが，r " r 
，は凸になるとは限らない。そこで上述のとこちから-(尸〃つがr , t r の非凸性を測る測度となり， 

それがどのデにっいても一様に有界とされるところから，各主体の广’’1■の相違は一定の制約内に 

押えられる。すなわち当該の仮定によって，尸〃1■の非凸度が桁外れに大きい取弓丨土体はいないこと， 

そして主体数を増していってもそれにっれて！/は決して無限大にはなりえないこと，が保証される 

.のである。当面のモデルにおいて，どの主体もが相異る型をもちうるが, その差がバランスを失L  

.ないというのは，このような意味である。 ■

3 . 以上の予備考察ののちに，われわれは本稿の.中心定理を主張することができる。 :
‘定 理

僻定  ■ •
C l X r は閉かっぬ

C 2 ど ん な e X r に対しても { r  e X I抑 ザ } は f のなかで閉じ弋いる : っ

C 3 "任意のが，c X r のどんな近傍V r(xr/) にもダ€ X ^ Y r(£Cr/) でかっr P W ’ t な今ような 

ががある 丨 . ; ■

 i3 \453')  .... ..
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C 4 もし a?rP ra;r / なら，任意の実数 0くa < l にっいて aa;r +  (1 —
P I P は閉かっ凸で原点を含む

を満たす経済のコアめ配分を( ( r )，奶 ) とし，さらにある正数L , すべてのr にっいて 

f> (T " H L
とすれば，かならずある正数 .M  ( = 2 i > / w ) にっいて，条件

⑷  I ]  b * • r  -  (が•が  +  2  Ors7)*.ず )I — M

(b) ■-Min«*.a；つくAfr=1 xrfXr.x1'|
(c) O g S (が ず — M a x p * •が)g — _M

を成立せしめるような価格が^ 0 がある。 ‘
: 証 明

，はじめに /  " 三2 _尸/ / r か負の象限一ぬと共通部分をもたないことを証明しよう。亊実もし尸〃

がべクトル v< o を含むとすれば，少くとも r ”r の一 っ は ゲ泰o のようなべク トルを含むのでな 

くてはならない。なぜなら > すべてのr に っ い て ゲ ^ ) であればV もまた g o となり，明らかに 

仮宠と矛盾するからである。

そこでいま一般性を失うことなく扩峑0 であるようなデを{1，2, . • …，た< 饥} としよう。すると 

仮矩から 2 がニ！] が+ S 扩くo で，か っ | ] が̂ 0 であるから，

(3) 2 が< 0 ,
そして r ’, r のっくり方から，r = l , 2 , ，k にっいてはが e 严でなくてはならないから，結局

! あ る af e X rへ cr € Cr に対して
k

⑷ S (ccr- c r- » r) < 0r=l
卜 が成立っことになる。 しかもX r-’ の定義から，上記の a f にっいてはaf■丑T で‘ るから，仮定
) ' .
I C 3 " に よ り ， 少 く とも一っの . r にっいてはa f の 近 傍 に ar / を選んでZ j P T と.し， 他 の ？*にっ

い て は 扩 扩 で ，しかも •
U,(xr/~ c r~ x r)^ 0  •r=i

となるようにすることができる。したがって結託夕ニ{1，2, .......，k } を考えれば，S は （ぼ' ) , (0 >
を blockすることになり，これは後者がコアに厲するという仮宠と相反する。 依って尸"は負の 

べクトルを含みえない。

っぎに全成分が1 から成る列ベクトルをe とし，0 から出発する半直線 i e  (ここで g々 o ) 上の 

ぬで，尸" のぬ包 c o n /1" に含まれるもののみの集合を考えるとする。( h r yて r ” r か ら o e r "
Ccon であるから， 当該の集合は明らかにパ= 0 の点を含むが， / i > 0 の点は含む場合もある 

し，含まない場众もある》が，いずれにせよその集合は，デの数にかかわりなく一様に有界である

ノ ._ _  4 {4 5 4 ) ——

れ̂ 們n r rfT"nFfnrtffr"rffrmtnmTr r̂*Y-n irnitum̂  節. 伽爾醵.t_wa

f T B i B i i m m m i i w w w g

る—輕免抱鱼の近似につ、、て

と主張することができる。この重要な生張を支えるのがシ ャ プ レ ー =’フォークマ ' /  = スタ一に负う 

つぎの定理にほかならない。
(1)

シャプレ一 = フォークマン= ス夕一の定理 

^ を％次兀ユークリッ.ド空間のコンパクト集合A の族とし，すべての..A e F についてpGl) 
‘ L となるような正数L があるとする。すると尸のどんな部分族尸，についても，もし

x € con T \A
A (  F r

であれば，かならず 

があって，

x1 e 2  A 

lla;—

とすることができる。

この定理を当面の目的に適用するた冷，い ま 一パe e c o n / 1" のような任意の一w を各個の 

(一々 e)r に分解し，そのそれぞれをc o n 尸"*•に含ましめるとする。事実これが可能であるのは，つ 

ぎの理由による。まず / 1"て :con尸… から尸" C 2  conパ ’1" で， その右辺は凸であるから， 当然

con r " 〔2  ̂con尸〃r, したがって一卢0三2 ] ( —抑 )r か'らX l( —以e)r f S  con厂’" となって，（一■如)， 

c con r , , f とすることができるのである。 .
そこで（一如广を張る厂〜の点の集合を分と書けば，仮 定 P( r 卜) から，明らかに介の族 . 

のなかにはコンパクトでp (な)‘ L を満たすなが存在する。 そ し て (~ue)r e COnQr から一如
m 〜  m

c c o n S Q r となるから，結局このQr に対して前掲の定理が使えて，か な ら ず ■ で 丨 丨 ー

— v\ \^ L V  n となるようなv がある。つまり一/ ^ e c o n / 1" であれば，

(5) \ \ ~  fxe — v W ^ L s / 1̂
を満たすv が尸" のなかに見出されることが示されたのである。

ところが尸" は負のべクトルを含.まなかったのであるから.，v は少くとも一つは非負の成分か含

注（1 ) ここに掲げる定理は，本来のシャプレー= フォークマンの定他をスターがバの# 凸性:の測度を州いて城張した系 

である。本来のシャプレ一= フォークマンの矩取はつぎのような主張から成る„
尸をれ次元ユークリツド空問のコンパクト集合A の族とし，すべてのメ € 尸につレ、て r a d (A )^ L となるよう 

な疋数厶があるとする，するとF のどんな部分族がにつぃても，もし

con 1 ! A
A  ( f > ■

■であれば，かならず

s A  ^  A  - -

があって

11*—o/H^Ln/ n
とすることができる。

この定理の証明ならびにスターの系の証丨则こついては，Starr, op. eit., Appendix 2, pp. 3 5 -3 7 ,およびArrow and 
Hahn, typ. cit., Appendix B, pp. 39&-400 参照。

b {455)
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まねばならず，Max Vi>X)である。依って

| | —//e —-y||— l^+i>,|2^ v / |ia+M ax-y,|2=  I^+M axvfl
= /i+ M a x  Vi^M 

となり，も し 一/ ^ f c o n 厂〃なら .
(6)

とならねばならないo
これで集合M —" e e c o n 厂" 丨は有界となることが分ったから，そ れ は 上 限 を も ち ，したが'、 

っ て 一 め は c o n /1" の境界点となる。ゆえによく知られた定理によって，c o n /1" を片側に含t r  
ような支持超平面があって，con厂"に含まれるすべてのv に対して

p* • • (—/<* e ) , 多* 4=0
が満たされることになる。厂" のっくり方からv e 尸" なら，すべてのスカラノ2 0 , ベタトル奴 

に対して v + M € 厂" でもあり， したがって？)*七 + 如)2 が=( 一//*0 。 そとで両辺をノ > 0 でわっ 

てス- > 0 0 とすれば， すべての u g o にっいてP*•双2 0 となるから， 7 3 * 2 0 となる。 ま た が ' 
铲 ニ 1 に規準化できることも明らかであり，結局上の帰結は，すべてのV € 尸〃に対して

(7)
が成立っといい換えてよい。

さて任意の結託S に っ い て と す れ ば ， r e s にっいては f  r rc r " r， r e M - S に. 
っいてはO e尸" G 厂〃r であることを考慮して，公e 尸’’，ゆ え に あ る い は

(8) V * * m ~ v r) < U * y  P * > 0  

を得る。またコアの配分は実現可能条件,を満たすから

ゆえにP* をかけて

(9) ? > * • ! ] s  v r < o

となり，これに(8)を加えて

(10) 一 ！] v r^ /u * f  v * > .0

を得る。 •
とりわけが^ rS 0 すなわちが=•(— r ) 2 0 のようなr の集合をS とすれば， re S にっいては 

浐 •(— 扩)— 浐 •（一公つ1— 1。 ま た r c M — S にっいては p * * v r> 0 であるから，？)*. rニ丨炉•が1。 

ゆえに(6), (8), (10)から

2 ) j ) * » r N Z J b * » D l+  S  b * . r |  
f = が •！) ( -ザ ) +が 刃

•' ‘■■■_■ ■■ ■ ■ ■ '■■■■■
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となる。依って 2 L v ^ T = M とおけば， ,
2 丨2>*•ぼ• - d r— 的丨 

= 2 ]  | — Op*• 0 rip * * y * ) \ ^ M  

となり，定理の帰結(a)が導かれたことになる。 、

つぎに af e X r，51" の 条 件 の 下 で .を最小にす？*、a f を.が* とし，また谷* e F * の条件の下で 

P*•ず を最大にするず を ず * としよう。ゲ*三写^ / s* と定義すれば，ゲ* e ひであるから，

. 2 v ^ H ( x r* - c r* ~ x r) c s r rc i j r f,r^ r l\
ゆえに(力から

01) P * * S (—デ* ) ^ «气 ‘
他方前の5 の定義から浐 . 2 タ" S O であることを考えれば， .
(12)

これと(丨丨)とから 

㈣
を得るa 03)から 

(14)

V * » J ^ v r< p * '  s  v r< u * }r € M r e M—S

V* • S  (vr—vr*)<2ju*^M

S  p* • (x r — c r— — 2  p* • — c r* — x r)

= 2 ^ *  • (xrT- xr*)+ S  Zj (p*ty9*—p*,ys)^ M
となり，ここでず'  ず げ したがつてザず* ^ ? *ずであることから，左辺の第二項は非負と

なって

XJ2>*a(» r—
ゆえに a f * の矩義と考えあわせて，定理の(bjが証明された。

最後に(14)から

S  S  Ors (v* *ys* — * ys) ^ M —X! ?>* • —«r*)
r = 1 s » l  r=* 1 .

であるが，こ こ で r ， 6 X r r / し た が っ て ‘ が=.5Tであることから，右辺の第二項は非負 

となるから， の条件をも亨ネあわせて

b p * - ( y s^ ~ y s) < M ,
したがって矩理の⑷が証明された。

4 . 条 件 丰 7>*•が* をつけ加えれば， ( ^ * )が所得？)**が* の下で， もっとも選好され 

る組合わせとなることについては，すでによく知られているから繰返す必要はない。そこでいまそ 

れぞれの消費者に
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アによる競争均衡の近似について

の資源を与え，まだ

0 ra =
の利潤の分け前を与えるとすれば，明らかに

(15) ?>**£Cr* =  2>**a,'/ +  Xl ̂rsjO**2/S*

(16) I]が* = 习扩* +  U が,

が成立し，（(が*), (r*)，p * )はぼ勺を初期保有童とする私有制経済の競争均衡となることが分る。

いうまでもなく（が0 は （，）に一致するとは限らないが，前節の結果を用いれば，それらの差が 

やはり平均の意味で，つ ま り と の 差 の 意 味 で ， 一矩の大きさに押えられるこ 

とが証明できる。

事 実 （( r )，m ) の実現可能性とS ? )*ザ *= M i n 2 が ず *̂ M a x i ^ . y * の条件 

から

(17)

となるから，

となり，また(7)から 

(18)
脚 と Z H = i の条件から 

㈣
となるから，（丨4)を用いて

2  — 习 ??* ず

^ 2  J5**a：r* —2P**2/s* =  ]fj®**£Cr/ 

S p * * fC r- I 3 3 )* * £ r r /^ 0

s  p * . x r - ~ i ^ p * - r ^ / u * ,

J3**»r/ =  X) p * mx r* p * * y s*

S  P**Xr ~ J 2 p * * X r/

(2o) ^ (^ 2 v* ,xr~  S  が * a?r*)—(y | *0**?/*—y i の* •が*)+ " *
^ . M +

となる。依って主体の数を増していけば，平均所得士  + か *デ ：!は限りなく去 (か * .が
+ 2 p*ず * ) に近づくのである。

!

(経済学部教授i
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政策目標としての経済成長

浩1
/

匕1
3
-

1. 経済政策における目標の問題

1 . 経済政策め策定あるいは実施に際して,どのような目標が選択されるかということについて 

は，多様な具体例をいくらでも挙げることができる。B ouldm gはその有名な政策原理論(6)において， 

経済政策の目標を経済的進歩• 経済的安定•経済的正義• 経済的自由め4 項目に大きく分類している。 

熊谷(丨3)は .「経済政策の目標は公共め福祉を増進するために経済的資源の利用効率を高め，またその 

成果の配分を公正の理想に近づけることにある」と，高い一般性の水準に知いて規定している。同 

様に一般的にい，って，経済政策の主目的は最大可能な生活水準を提供するために資源を完全に利用 

し，資源の規模を増大させることである，という論者もいる(Stewart, 24)。他方，Dernbm*g & Mc- 
Dougall⑵のように , 資源完全利用• 資源効率利用• 生産物公芷分配•将来への適当な備えを主要 

目標とし，その代理目標として完全生産，完全雇用 • 価格安定，急速成長の達成を考えることも出 

来る。さらに Johansen(丨0 )においては，いっそう個別的に, 高い経常民間消費, 共同欲望の充足, 
経済成長，所得分配の調整，高雇用 • 完全雇用，満足出来る対外収支, 物価安定, 資源の有効利用， 

等々がもっとも重要な目標として挙げられている。この様な目標としてはこの他にも，地域開発， 

幼稚産業の保護，労働時間の短縮, 等を加えることも出来るであろう。この様に，実際に選ばれて 

きた目標も，あるいは選ばれるべく考えられる目標も，きわめて多様であろう。それは，その政策 

が行なわれる国により，経済の長期的発展段階や短期的景況やあるいは国際的環境/等々を含めだ 

経済の諸状況により，さらには，その時政策を担当する中心となっている政党その他の主体の考え 

方の傾向により，種々なものとなるのである。

ところで，しかしながら，いずれにせよ，経済政策の体系はなんらかの目標が設定され，その目 

檩を達成するチこめの諸手段の組合せが決定されることによって成りたっている。 したがって，目標 

設定は，手段策宠とならんで，経済政策の問題の柱セある，とV、えるであろうゥかくして，経済政 

策を論じようとすれば，政策H標を論じることが要求されるのであり，ごの点を理論的に見なおし
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